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背景・概要

取組内容

日本人の体力が低下傾向にあるのはここ数年指摘されている。運動することが体力不足を解決する手段になるが、問題はいかに運動
してもらえるような工夫を考えることにある。そこで、運動意欲を向上させるような行動変容につながる体力測定システム「マイスポ」を
考案。当初は子どもが対象だったが、自治体からの要望もあり、大人（現システムでは７０代以上まで可能）も参加できるようにした。

●親子体力測定会　対象者を子どもから大人までを想定した場合、家族を１単位と
考え実施した方が参加しやすいという予備調査の結果から親子体力測定会を企画・
実施した。家族で実施することにより、個々の体力の長所や課題が共有され、家族
での運動機会の創出につながると考えた。測定会の主要な流れとしては、事前申し
込みで登録されている家族は受付を済ませた後に、トレーナーが1名1家族に帯同
しながら、タブレットに登録された家族の測定値を記録。およそ20分程度で測定は
終了し、その場で出力された結果をもとにそれぞれ楽しくできるスポーツと健康の
維持・増進のための助言を伝える。また、興味を持たせるナッジとしての働きとして、
スポーツに紐付いた動物キャラクター（15種類）による判定も行う。その後スポーツや
運動体験ができるブースに案内をした後、トレーナーは次の家族の対応。1時間に
最大で80名の測定が可能である。

受賞者の声

成 果

●80％以上がスポーツへの意欲・関心が高まったと回答　さいたま市では申込開
始日から1日で定員に達するほどニーズの高さが伺えた。測定終了後にアンケートを
実施。その結果、80％以上の方がスポーツへの意欲・関心が高まったと回答。
期間中ではさいたま市で３会場に加えて他の自治体では三島市（4月）、指定管理
業者（ふじみ野市）で開催された他、商業施設（ららぽーと柏の葉など）で実施した。
なお来場者数2,286名、被測定者は1,885名だった。
●「家族ぐるみ」での健康の維持・増進に貢献　測定から運動実践までの道筋を作り
運動機会を創出することは、スポーツや運動実施率の向上につながり、個々ではなく、
「家族ぐるみ」での健康の維持・増進に貢献できると考えている。また、仕事や学業の
能率があがることで、継続して行うことで、医療費の削減につながる可能性もある
ことから、この事業を実施する意義があると考える。

●個々人の適合・生涯スポーツを発見する機会づくり

評価委員による講評：津下 一代

　コロナ禍により体力低下と肥満の増加、高齢者の
フレイルが進行しています。今こそスポーツの必要
性に気づくこと、実行につなげることが重要です。
体力測定は現状を知るのに有用ですが、フィード
バックが不十分だと劣等感をいだいたり運動が
嫌いになったりすることもあります。「マイスポ」は、
体力測定の種目やフィードバック法を工夫、まずは
「長所」を伝えてやる気を高めていることが評価され
ます。自分に合った運動をみつけて生涯スポーツに
つながれば、健康寿命の延伸に寄与できます。運営
方法の工夫やICTの活用により少人数でも大人数で
も対応できること、比較的短時間に実施できること
など、汎用性も期待されます。日本中の運動不足を
解消してほしいと思い、この取組を高く評価しま
した。

➡結果シート

➡体力測定会の様子

背景・概要

取組内容

　令和3年8月、中小企業の健康課題の解決と働きやすい職場環境の構築を目指して、地域も業種も異なる企業4社の経営者と健康
経営担当者が、月1回勉強会を行う「4社合同健康研究会」を発足。「4社共通の健康課題」と「少人数であるがゆえの課題解決の難しさ」を
解決するため、「4社合同健康プロジェクト（社員数4社合計179名）」としてプロジェクト化。2022年4月より4社協働で運営を開始した。

●4社合同禁煙プロジェクト　「4社で喫煙者-10％（4社の喫煙者31名のうち3名
以上が禁煙）」という目標値を掲げ、4月から8月末まで禁煙の取組を実施。 ①4社経
営者による「禁煙宣言メッセージ動画」制作・公開、 ②喫煙の実態把握を目的とした
「喫煙状況アンケート」の実施、 ③持ち回りでの禁煙取組や体験談（成功・失敗談）
などを紹介する「共同Instagram」開設と運営、 ④禁煙ポスターの制作、 ⑤各企業での
「喫煙ルールの制定」および「禁煙者へのサポート」に取り組んだ。
●4社合同女性の健康プロジェクト　4社の女性社員40名を対象にPMSや更年期
障害など女性特有の病気について学ぶ「女性の健康研修」とグループワーク「女性の
健康かるたづくり」を令和4年6月27日にオンラインで開催。かるたは絵札と読札を
一人1作品制作し、発表を行った。

受賞者の声

①取組のきっかけ
コロナ禍以降、１社単独で取り組む健康推進に限界を感じていた。そこで健康経営に
取り組んでいる４社が集結、健康経営担当者が連携し企画から運営まで一緒に取り
組み、健康課題の解決を目指した。
②取り組む中で苦労したこと、大変だったこと
４社共通の健康課題は「喫煙率が減少しないこと」と「女性特有の病気への理解」で
あった。４社とも業界特有の習慣や女性社員が少ない業界のため特にハードルが
高く、結果を出すことが難しい健康課題だった。
③ ②をどう乗り越えたのか
地域や業種を超え活動するためにリモート会議を積み重ね、共通課題を洗い出し
プロジェクト化。企業を越えたコミュニティを形成し、中小企業の健康推進を「1社で
頑張る」から「一緒に頑張る」に変えることができた。
④今後の展望
「健康」というテーマを越え、企業同士・社員同士の新たなコミニティの形成に向けて
一緒に頑張る健康経営として「女性の健康かるた大会」や「健康促進運動会」など
健康イベントを開催したい。

①取組のきっかけ
体力測定イベントに数多く関わってきたが、測定結果の用紙を返却して終了、という
ものがほとんどだった。そこで自身の課題・長所がわかった上で行動変容につな
げる測定イベントを計画しようと考えた。
②取り組む中で苦労したこと、大変だったこと
家族で測定イベントに参加した後、どのようにスポーツや運動に関心を持ってもらえ
るかを考えるのが大変だった。また、当初は記録だけが書かれた用紙を返却しても
興味を持ってもらえないことが多かった。
③ ②をどう乗り越えたのか
体力・体格を分析して何のスポーツが楽しくできるか、また、そのスポーツと動物を
紐付けて動物診断という情報を提供した。システム会社と提携することで、体力
測定のDX化を実現することで問題を解決した。
④今後の展望
政令指定都市であるさいたま市で活用していただけたことで、昨年は多くの自治体で
「健康寿命を延ばす」「運動・スポーツ実施率の向上」をテーマにご依頼いただけた。
より多くの自治体での開催を目指したい。

成 果

●4社合同禁煙プロジェクト　4社の喫煙者31名のうち3名が禁煙を開始し目標を
達成。さらに8名が減煙中となり、喫煙者のうち29％もの社員がアクションを起こす
ことに成功。
●4社合同女性の健康プロジェクト　所属企業、年代を越えたグループワークは、
女性特有の病気や症状について女性社員同士の共感を促し、コミュニケーション
面で良い効果を発揮した。また、女性社員全員で制作した「女性の健康かるた」は、
男性社員にも公開し、かるたを通じて女性の健康に対する理解につながった。

4社が企業の枠を超え、協働で健康課題に取り組んだことにより、各社の社員が健康
意識を高めただけでなく、中小企業の新たな健康推進の可能性も見えてきた。また、
このように複数の中小企業が力を合わせて取り組む様子を社外に公開することで、
他社からの問い合わせや相談が増え、中小企業の健康推進のすそ野を広げることが
できた。

●「社内喫煙率改善」と「女性特有の病気への理解」に特化した改善プログラム

評価委員による講評：中村 正和

　健康経営を進める上で人材やリソースが限られて
いる中小企業において、業種が異なる４社が企業の
枠を超えて健康課題に取り組むモデルを実証的に
示した事例です。評価できる点は、1)人材やリソースの
不足を解決するために複数他社が力を合わせて取り
組むという着想のすばらしさ、2) 4社合同で経営者と
健康推進担当者が毎月勉強会を開催し、相互に学び
合い支え合う仕組みの構築、3)各社の実態に合った
数値目標を設定し具体的なアクションにつなげ、
そのプロセスや成果を共有している点、です。労働
力人口の約 7 割を抱える中小企業が健康経営に
乗り出すことは、健康寿命の延伸だけでなく、日本
経済の成長にとっても大変意義があります。まだ
取組から日が浅いですが、今後の発展と成果に期待
します。

➡Zoom勉強会の様

➡女性の健康かるた

適合した生涯スポーツ発見と行動変容につながる
家族体力測定イベント「マイスポ」

株式会社ウィンゲート（東京都板橋区）受賞者 取組アクション

11 スポーツ庁長官 優秀賞

中小企業4社が集結し、業種と地域を越えて
共に社員の健康課題に挑む！

4社合同健康研究会受賞者 取組アクション
①株式会社浅野製版所　②サイショウ・エクスプレス株式会社

③高木建設株式会社　　④ルピナ中部工業株式会社
（長野県長野市） （長野県松本市）

（東京都中央区） （東京都江東区）

厚生労働大臣 優秀賞

測定/立ち幅跳び
目的：全身パワー

適切な食生活 禁煙 健診・検診 その他適度な運動

適切な食生活 禁煙 健診・検診 その他適度な運動


